
壱岐市の取り組みである、フグ養殖の浄水処理などへ電力を安定供給す

るため太陽光・水素・蓄電池を統合したオフグリッド型マイクログリッ

ドを構築する水素プロジェクトに参画しました。

太陽光の余剰電力は蓄電池に充電するとともに電気分解で水素と酸素に

貯蔵、生成した水素を再発電して設備へ供給。副産物の酸素や燃料電池

の廃熱も余すことなく利用し、再発電した電力は夜間や曇天時のバック

アップとし、水素が尽きれば自動で系統電力に切替えて運転を継続しま

す。このプロジェクトでは、当社が開発したパワー半導体を搭載したイ

ンバーターに加え、各用途向けコンバーターを提供しました。

当社は今後、パワーエレクトロニクスを中心とした強みを活かし、国内

外の需要拡大を見据え、水素関連インフラの整備や新規プロジェクトへ

の参画を積極的に推進していく方針です。再生可能エネルギーを活用し

たグリーン水素製造の効率化、水素の地産地消を促進する分散型エネル

ギーシステムの構築、また、水素と電力系統を連携させるための製品の

最適化など、多様な領域で事業を拡大していきます。

加えて、産学官連携による実証事業や、高い環境性能と経済性を両立し

た新技術開発にも注力していきます。

当社は1933年の設立以来、パワーエレクトロニクス分野を中心に、社会イ

ンフラや産業分野を中心に様々な分野の発展を支えてきました。「パワーエ

レクトロニクスと創造力で社会を前進させる。」というパーパスのもと、電

力変換技術や制御技術の研究開発に注力し、再生可能エネルギー、産業機器、

情報通信分野など幅広い領域で高信頼・高効率な製品・ソリューションを提

供しています。近年では脱炭素社会への貢献に向けた取り組みも強化。培っ

てきた技術力と創造力を活かし、省エネ化など、持続可能な社会を実現する

ために挑戦を続けています。
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